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2023年度 学校法人 三幸学園 名古屋医療秘書福祉＆IT専門学校 

 自己評価報告書 
 

自己評価報告責任者 ： 副校長 岡田裕哉 

 

 

1. 学校の教育目標 

学園のビジョン「人を活かし、日本をそして世界を明るく元気にする」、ミッション「人を活かし、困難を希望に変え

る」のもと、医療分野の学校として「医療現場で医療事務・診療情報管理を通じて日本を明るく元気にする」という

ビジョンを掲げている。 

また「技能と心の調和」を教育理念とし「素直な心、感謝の気持ち、高い意欲を持ち続け、自ら考え、自ら行動する

ことで、社会に貢献する人材」、医療分野として「相手のこうしてほしいを理解し、考え続ける人材」を育成する人物

像とし、専門学校として社会・業界に求められる人材の育成を進めている。   

 

２. 前年度に定めた重点的に取り組むことが必要な目標や計画 

 

① 前年度重点施策振り返り 

高等教育機関にとって 18歳人口の減少が問題視されており、広報における学生募集も困難な時代を迎えて 

いる。そのような中でも選ばれる学校であり続けるためには、現場と連携を取ることで学生により良い教育を提

供し、 実績を残していかなければならないと考え、毎年各校務において目標を掲げ、取り組んでいる。 

 

１） 教務指導目標 

① 「現場基準」に沿った学生育成（社会人教育の徹底） 

② 内定辞退・内定取り消し率 ０％  

③ 卒業式前日までに就職内定率 １００％  

 

【目標の振り返り】 

・退学率は９．３％であり、２０２２年度３.８％と比べ大幅に上回る結果となった。退学率上昇の決定的原因は 

明言できないが、「目標喪失」「人間関係」「心神耗弱」を理由とした退学が多かった。 

・授業アンケートにおいては、退学防止を目的に「学生氏名を呼ぶ」という設問の強化を狙い、ポイント数が向上

した。退学率低減の成果は出なかったが、愛校心のある人材育成には影響があったと考える。 

・診療情報管理士認定試験は１００％の合格率となるなど、資格取得は例年通り好調であった。 

（診療情報管理士認定試験においては、５年連続１００％の合格率である） 

 

２） 実習指導目標 

① 実習の学生満足度の向上 

② 現場との関係構築強化 
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【目標の振り返り】 

・医療秘書科２年生を対象にアンケートを実施した結果、５７．８５％が「とても満足した」、３０．６％が「満足した」 

と ８８．４％が実習に対して満足している結果となった。前年度は約９２％が満足したと回答しているため、満 

足度は低下した結果となった。 

・実習に対する不満要素は、受付対応のみなどの限定的な実習内容であることが多くあげられる。今後は、 

教員の医療機関への事前挨拶の際に、学生が希望する業務は依頼可能かなど実習内容の打合せを重点 

的に行う必要がある。 

 

３）就職指導目標 

① 「現場基準」に沿った学生育成（社会人教育の徹底） 

② 内定辞退・内定取り消し率 ０％  

③ 卒業式までに就職内定率 １００％  

【目標の振り返り】 

・内定辞退、取り消し率が 2022年度は６．１％であったが、2023年度は２．８％であり、大幅に改善された。 

・卒業式までの内定率は９６．９％と未達ではあったが例年同様高い就職率は保っている。業界就職率は 

前年＋０．４％の９８．２％であり学びを活かした就職実績を出すことができている。 

 

 

３.評価項目の達成及び取組状況 

（１）教育理念・目標 

① 課題 

・新設学科、コースにおける外部折衝の機会が少ないため、業界のニーズや動向を把握できていない。 

 

② 今後の改善方策 

・訪問機会を増やし、関連企業との関係性構築を重点的に行う。 

 

③ 特記事項 

なし  

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

学校の理念・目的・育成人材像は定められているか（専門分野の特性が明確になっているか） ４ 

社会経済のニーズ等を踏まえた学校の将来構想を抱いているか ４ 

学校の理念・目的・育成人材像・特色・将来構想などが生徒・保護者等に周知されているか ４ 

各学科の教育目標、育成人材像は、学科等に対応する業界のニーズに向けて方向づけられているか ３ 
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（２）学校運営 

① 課題 

・保護者への連絡は、他教育機関ではメールでの一斉配信を行っているが、本校では郵送対応をしていると

いうように情報システム化による業務効率が図られていない。 

・業務の属人化防止。本校では高い専門性が必要になる学科があり、業務の効率化の観点でも業務の属人

化が課題としてあげられる。職員の人事異動や産休・育休などによる業務移行があった場合にも業務に漏れ

が起きないような体制づくりが必要。 

 

② 今後の改善方策 

・保護者のメールアドレス確保、コース選択申請をグーグルフォームに変更など、業務効率を考え手段を変更

する意識を持つ。 

・業務における TB シートを作成し共有する、授業資料の共有など、誰が担当しても計画的に遂行できる仕組

みづくりを構築する。 

 

③ 特記事項 

なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

目的等に沿った運営方針が策定されているか ４ 

事業計画に沿った運営方針が策定されているか ４ 

運営組織や意志決定機能は、規則等において明確化されているか、有効に機能しているか ４ 

人事、給与に関する制度は整備されているか ４ 

教務・財務等の組織整備など意思決定システムは整備されているか ４ 

業界や地域社会等に対するコンプライアンス体制が整備されているか ４ 

教育活動に関する情報公開が適切になされているか ４ 

情報システム化等による業務の効率化が図られているか ３ 
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（３）教育活動 

① 課題 

・医療機関での経験がある教員の採用は労力対効果が得られていない。 

・研修制度はあるものの、クラス運営や業務に追われ、業界知識を深める自己研鑽に時間を取ることができて

いない。 

 

② 今後の改善方策 

・継続的に現場経験のある人材を積極採用すること。 

・業務効率を上げ、自己研鑽の時間を取ることができる環境づくりを行うこと。 

 

③ 特記事項 

なし 

 

 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針等が策定されているか ４ 

目標の設定として、教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏まえた教育機関としての修業年限に

対応した教育到達レベルや学習時間の確保は明確にされているか 
４ 

学科等のカリキュラムは体系的に編成されているか ４ 

キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリュキュラムや教育方法の工夫・開発などが実施さ

れているか 
４ 

関連分野の企業・関係施設等、業界団体等との連携により、カリキュラムの作成・見直し等が行われて

いるか 
４ 

関連分野における実践的な職業教育（産学連携によるインターンシップ、実技・実習等）が体系的に位

置づけられているか 
４ 

授業評価の実施･評価体制はあるか ４ 

職業に関する外部関係者からの評価を取り入れているか ４ 

成績評価・単位認定の基準は明確になっているか ４ 

資格（免許）取得の指導体制、カリキュラムの中での体系的な位置づけはあるか ４ 

人材育成目標に向け授業を行うことができる要件を備えた教員を確保し、組織できているか ４ 

関連分野における業界等との連携において優れた教員（本務・兼務含め）の提供先を確保するなどマ

ネジメントが行われているか 
３ 

関連分野における先端的な知識・技能等を修得するための研修や教員の指導力育成など資質向上

のための取組が行われているか 
３ 

職員の能力開発のための研修等が行われているか ４ 
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（４）学修成果 

① 課題 

・卒業生支援として同窓会サイトや LINE登録を卒業式前日に案内しているが、登録率や活用率が低い。 

学生としては、個別対応ではなく一斉発信等の連絡手段にニーズがないと考えられる。 

 

② 今後の改善方策 

・同窓会サイトにおける好事例を案内時に提示する。 

 

③ 特記事項 

なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

就職率の向上が図られているか ４ 

資格（免許）取得率の向上が図られているか ４ 

退学率の低減が図られているか ４ 

卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか ３ 

卒業後のキャリア形成への効果を把握し学校の教育活動の改善に活用されているか ３ 
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（５）学生支援 

① 課題 

・課外活動の機会創出。学外での学びの機会を増やすことで就職後活躍できる人材を育成する。 

 

② 今後の改善方策 

・実習や就職における外部機関訪問の際に、課外活動の機会を提案する。 

 

③ 特記事項 

なし 

 

（６）教育環境 

① 課題 

・新規採用教職員、非常勤講師への防災安全管理方法の周知徹底。 

 

② 今後の改善方策 

・全体会議での周知徹底。 

 

③ 特記事項 

なし 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

進路・就職に関する支援体制は整備されているか ４ 

学生相談に関する体制は整備されているか ４ 

学生の経済的側面に対する支援体制は整備されているか ４ 

学生の健康管理を担う組織体制はあるか ４ 

課外活動に対する支援体制は整備されているか ３ 

学生の生活環境への支援は行われているか ４ 

保護者と適切に連携しているか ４ 

卒業生への支援体制はあるか ４ 

中途退学者への支援体制はあるか ２ 

社会人のニーズを踏まえた教育環境が整備されているか ３ 

高校・高等専修学校等との連携によるキャリア教育・職業教育の取組が行われているか ４ 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか ４ 

学内外の実習施設,インターンシップ,海外研修等について十分な教育体制を整備しているか ４ 

防災・安全管理に対する体制は整備されているか ３ 



7 

 

7 

 

（７）学生の受入れ募集 

① 課題 

・留学生対応の強化。介護科以外の学科への入学環境設定。 

 

② 今後の改善方策 

・留学生対応ができる教員の育成。 

 

③ 特記事項 

なし 

 

 

（８）財務 

① 課題 

【中長期計画】 

なし 

【予算・収支計画】 

なし 

【会計監査】 

なし 

【財務情報の公開】 

なし 

 

② 今後の改善方法 

【中期計画】 

今期は第３次中期計画（2023 年度～2027 年度）の初年度であり、ホームページ上に公開している。今後は

当該計画の達成状況等についても公開予定である。 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

学生募集活動は、適正に行われているか ４ 

学生募集活動において、教育成果は正確に伝えられているか ４ 

入学選考は、適性に行われているか ４ 

学納金は妥当なものとなっているか ４ 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか ４ 

予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか ４ 

財務について会計監査が適正に行われているか ４ 

財務情報公開の体制整備はできているか ４ 
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【財務情報の公開】 

なし 

 

③ 特記事項 

なし 

 

 

（９）法令等の遵守 

① 課題 

・個人情報取り扱い等コンプライアンス研修の継続実施。教職員だけでなく、学生にもコンプライアンスの 

意識を指導すること。 

② 今後の改善方策 

・現行の研修を継続実施し、定期的に振り返りや改善指導を行う。 

 

③ 特記事項 

なし 

 

（１０）社会貢献・地域貢献 

① 課題 

・学外ボランティア活動先確保。介護科や保育科は外部機関との連動性があるが、他学科においては 

不足している。 

 

② 今後の改善方策 

・実習や就職に関わる外部訪問の際に課外活動の提案を行う。 

 

③ 特記事項 

・医療、薬業業界はボランティア活動が少ない。  

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

関係法令、専修学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか ４ 

個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか ４ 

自己評価の実施と問題点の改善に努めているか ４ 

自己評価結果を公開しているか ４ 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献を行っているか ４ 

生徒のボランティア活動を奨励、支援しているか ４ 

地域に対する公開講座・教育訓練（公共職業訓練等を含む）の受託等を積極的に実施しているか ３ 
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（１１）国際交流（必要に応じて） 

① 課題 

・学生の質（N2以上の日本語能力保持者）を担保した留学生の受け入の強化 

 

② 今後の改善策 

・検討中 

 

③ 特記事項 

なし 

 

 

４. 学校評価の具体的な目標や計画の総合的な評価結果 

 「技能と心の調和」という教育理念のもと教育を展開しているが、医療・介護業界における理念の浸透方法や 

意識付けについて伺うと、まだまだ当校にはできることがあると感じたとともに、改めて、「技能」「心」の両面が必要

だと感じた機会でもあった。 

 当校の学生も以前に比べ、精神的な悩みを抱える生徒が増加しているが、現場でも同様に、精神的な理由で 

休職、退職になってしまうケースがあるという。人とコミュニケーションをとる仕事であるからこそ、人に対する悩みが

発生してしまうことは避けられず、いかに相手と良好な関係を築く力があるか、その重要性を改めて感じた。対人 

スキルを向上できるような教育機会の提供を今後も実施していきたいと考える。また、現場の ICT 化は以前と比べ

進んでいるため、教育現場も ICT化できる部分は実施し、医療・介護現場と教育現場との乖離が生じないよう、 

引き続き現場の「今」を知る努力も行っていきたいと考える。（岡田副校長：医療秘書科・診療情報管理士科・介

護福祉科について） 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

留学生の受入れ・派遣について戦略を持って国際交流を行っているか ３ 

受入れ・派遣、在席管理等において適切な手続き等がとられているか ４ 

学習成果が国内外で評価される取組を行っているか ３ 

学内で適切な体制が整備されているか ４ 


